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１．はじめに 

ペロブスカイト太陽電池は、セルベースで最高 25.2％の変換効率が報告されており[1]、塗布法

による作製ができるため次世代の太陽電池として注目されている。順構造型ペロブスカイト太陽

電池では、光利用効率を向上させる足場層として表面積の大きいメソポーラス TiO2が使用されて

いる。一方で、順構造型と比較して低温で作製ができる逆構造型でも、 PEDOT:PSS 

(Poly(3,4-ethylenedioxythiophene): poly(styrene sulfonate)）足場層を取り入れたデバイスが報告され

ている[2]。本研究では、成膜箇所の制御が可能で材料効率の良いインクジェット印刷法により、

図 1のように PEDOT:PSS液滴を堆積することで足場層を作製し、デバイスの作製を試みた。 

２．実験方法 

PEDOT:PSS（Clevios P VP AI 4083）を ITO基板上にスピン

コート法で成膜し焼成処理を行った後、ピエゾ式インクジェッ

トを用いて PEDOT:PSSを線状に堆積し、再び焼成処理を行っ

た。PEDOT:PSS インクは、PEDOT:PSS に超純水を 55wt％、

1-methyl-2-pyrrolidoneを 5wt％添加し作製した。 

３．実験結果 

図 2にインクジェット印刷法の有無による J-V特性を

示す。スピンコート法のみによる成膜の場合では 6.17％、

スピンコート法とインクジェット印刷法両方による成膜

の場合では 3.87％の変換効率が得られた。PEDOT:PSS液

滴の厚さは 90～100nmであった。液滴の厚さにより正孔

が取り出しにくくなり変換効率が下がったと考えられる。 
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図 1．作製した素子の素子構造 
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図 2．成膜方法の違いによる 

J-V特性の比較 
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